「国際シンポジウム」日本語教育から見た国際関係 by 若菜 結子 et al.
91Asia Japan Journal 10 (2015)
国際シンポジウム
日時：2014年8月2日（土）
場所：世田谷キャンパス34号館B304教室
コーディネーター：河先 俊子（21世紀アジア学部）
プログラム：
開会挨拶　三浦 信行（国士舘大学学長）
センター長挨拶　柴田 德文（政経学部、アジア・日本研究センター センター長）
報告1「インドネシア人に対する教員養成の試み」 
若菜 結子（横浜国際教育学院）
報告2「中国・内モンゴルにおける日本語教育の展開」 
河合 梓美（内蒙古師範大学）
報告3「頭脳流出―日本語教師のジレンマ―」
氏原 名美（ビシケク人文大学）　
報告4「トルコにおける日本語教育の諸相」 
安達 祥子（トルコ国立ボアジチ大学）
報告5「ブルガリアにおける日本語教育―ソフィア大学日本学専攻の例に着目して―」 
アントン・アンドレエフ（ソフィア大学）
報告6「日本語教育から見た国際関係の理解―オーストラリアの場合―」 
嶋津 拓（埼玉大学）
全体討論　金 孝卿（大阪大学）
司会進行　河先 俊子（21世紀アジア学部）
三浦 信行
本日は国士舘大学アジア・日本研究センター主催のシンポジウムが開催されますことを光栄に存
じます。
本日のシンポジウムでは、各国でどのような日本語教育がされているか、また、日本語教育が国
日本語教育から見た国際関係
92
際関係にどのような影響を与えているかについて考えていただきたいと思います。そして、日本語
教育から国際関係を逆照射することにより、国際関係の新た側面に光を当てることができればいい
と考えております。
柴田 德文
本日は暑い中お集まりいただきまして、お礼を申し上げます。
20世紀は戦争の世紀であったといわれます。その考え方の主流をなしていたのは、ヨーロッパの
キリスト教的な考え方、白黒二分主義でした。では、21世紀を平和な世紀するために、我々はどの
ような哲学、考え方を持つべきでしょうか。アジア・日本研究センターでは、アジア的な混沌の中
に見出される調和に、そのヒントがあると考えます。日本もアジアの文化を代表する哲学を持って
います。それぞれの哲学は、言葉で運ばれますから、日本の哲学の中に何かヒントを見つけ出して
いくためには、日本語を皆さん方に学んでいただくことが重要だと考えております。
　
河先 俊子「趣旨説明」
今回のシンポジウムは、日本語教育を、国際関係の中で行われる一つの現象とみなして、国際関
係との相互作用、相互浸透を見ていくことを目的としています。日本語教育は国際関係の影響を受
けるだけではなくて、国際関係をつくりかえる可能性があるというのが、相互作用、相互浸透の意
味です。日本語教育に関わる人々の認識を通して、相互作用の様相を明らかにしていきたいと思い
ます。
政府間、企業間というマクロレベルの国際関係だけではなく、個人の間のミクロレベルの国際関
係も日本語教育に影響を及ぼしています。ただし、日本企業が進出すれば日本語教育が活発になる
とか、日本のアニメが世界中に広がれば日本語学習者が増えるという簡単なことばかりではありま
せん。日本語を教える人、学ぶ人、日本語教育に関わる方針を決定する人たちが、国際関係をどの
ように認識するのかによって、日本語教育の行われ方が変わってきます。つまり、これらの人々が
国際関係をどう認識するのかが重要です。
さらに、国際関係を人々がどのように認識し、その中で日本語教育をどのように位置づけるかは、
将来の国際関係をつくり変える原動力にもなります。例えば、日本国内で日本語を教えている人の
中にも、ただ日本語を教えているだけではなくて、日本人と日本に住んでいる外国人との関係を改
善しようとしている人々がいます。つまり、日本人側は強者、外国人側は弱者という不平等な関係
を改善して、対等な関係で日本語教育を行おうとしています。このような人たちの日本語教育を通
した働きかけによって、将来の日本社会は外国人にとってもう少し住みやすい社会に変わっていく
ことを期待します。
報告1：若菜 結子「インドネシア人に対する教員養成の試み」
世界の日本語学習者数で見ますと、インドネシアは世界第 2 位であり、非常に多くの人が日本語
を学んでいると言えます。インドネシアの日本語学習者のほとんどが高校生です。彼らの学習動機
は、第 1 に、アニメ、漫画、コスプレ等のポップカルチャーです。第 2 に、ラーメン、たこ焼き、
弁当等の食文化も学習動機になっています。
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高校生の学習者が急増したことで、インドネシアでは多くの日本語教師が必要とされています。
ただし、現状では日本語をしっかり教えられる現地の先生があまり育っていません。ですから、リー
ダーとなる日本語教師の養成や未来の高校教師の養成が求められています。
国際交流基金の派遣事業として、インドネシアにも「日本語上級専門家」「日本語専門家」「日本
語指導助手」等が派遣されています。私も日本語指導助手の立場で中部ジャワのスマラン国立大学
に派遣されていました。
スマラン国立大学では、2005年に日本語教育のプログラムが始まりました。ここで日本語を学習
している学生のほとんどが、高校の日本語教師になることを志望しており、実際に卒業後、高校の
日本語教師になる人が大半です。ですから、日本語の授業だけでなく、日本語教授法、授業計画、
評価法等の日本語教育関連科目の授業が行われています。また、教育実習では、実際に大学生が、
高校で教育実習を 3 カ月間行います。その他に一般科目として、教育学等も学んでいます。
大学生が高校で教育実習をする上で、いくつか問題点があります。まず大学側としては、インド
ネシアの中部ジャワの高校数が非常に多くて、高校のレベルや先生の質を把握することが難しいと
いうことがあります。かつ毎年受け入れ先が変わりますので、教育実習の時期になると大学の先生
方が非常に忙しくて大変だということもあります。次に、実習生側としては、大学で学んだことが
教育実習で実践できないとか、高校の担当教諭が指導してくれない、あるいは間違った指導を受け
ることがあるというクレームがあります。また、学級崩壊をしている高校もありますので、クラス
コントロールに苦労する学生もいるようです。さらに、受け入れ側（高校）の問題としては、時々
ではありますが教育実習生のレベルが低いために授業に支障が出るとか、高校の先生自身の日本語
のレベルあるいは教授レベルの問題により、実習生を指導できない等があります。
このような問題を踏まえ、今後、高校と大学が連携していくのが理想のかたちではないかと思い
ます。実際に、教育実習終了後に、高校の先生と大学の先生が集まって、教育実習の反省会が行わ
れたことがあります。さらに、その反省を踏まえて、実習を受け入れる高校の先生を対象に、大学
と高校が協力してワークショップを開いたことがあります。
このように連携することで、日本語を学ぶ高校生が、よい高校の日本語教師と出会って、「日本
語って楽しいな」と思い、大学に入って日本語教師を目指す。そして、卒業後、高校の先生になり、
その先生の授業を受けた高校生が、大学生になり日本語教育を学ぶという、よいサイクルができれ
ば、今あふれている高校生の学習者が、どんどん社会に出て行くのではないかと考えています。
報告２：河合 梓美「中国・内モンゴルにおける日本語教育の展開」
まず、中国国内における日本語教育の実施状況についてお話しします。中国国内の教育機関数は
1,800、教師数は16,000人、学習者数は100万人を超え、全世界で第 1 位となっています。中国の日本
語教育の歴史を見てみますと、1978年の日中国交正常化により中国国内の多くの大学で日本語教育
が開始されました。1980年代になりますと中等教育、次に高等教育での日本語教育シラバスの整備
が始められました。1990年代には、シラバスに準拠した教材が出版され、日本語は英語に次ぐ第二
の外国語の地位を確立しました。2000年代に入り、職業大学といわれる短期大学における日本語学
部が増加し、また第二外国語として日本語を履修する学生も大変増えました。現在では、日本の留
学生の60％を中国人が占めています。
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次に、私の住む内モンゴル自治区についてお話しします。内モンゴルは、中国の北に位置し、民
族は漢民族の他に、モンゴル族、満州族、回族等が暮らしています。青年海外協力隊からボランティ
アとして、日本語教師が 4 名、作業療法士が 1 名派遣されています。内モンゴル自治区内の在留邦
人は極めて少ないです。在留邦人の多くは教師や日本語教師、留学生です。日系企業は全くと言っ
ていいほどありません。ですから、学習者が日本語を学んでも自治区内で生かすことが大変難しい
ようです。
内モンゴル師範大学での日本語学科設立の経緯ですが、1990年以降、内モンゴル自治区内での日
本語学習者が増加したため、日本語学科が設立されました。日本語学習者が多くなった理由は、 1
つ目に、満州国で日本語教育が行われていたことが挙げられます。満州国崩壊後も内モンゴル東部
では日本語を話せる人が多く、日本語教師になることのできる人材が確保されていたのです。 2 つ
目に、モンゴル語と日本語の類似性が挙げられます。モンゴル語は、日本語と同じく、膠着語であ
り、SOV型の言語です。そのため、モンゴル族の学生の多くが、外国語として日本語を選択します。
3 つ目に、留学費用がアメリカやヨーロッパに比べて安く、ビザが下りやすいため日本語を選ぶ人
もいます。
内モンゴル師範大学の履修科目は、主に日本語精読、日本語視聴、日本語読解です。他に選択科
目として、日本思想史、日本語作文、日本地理、中日訳、蒙日訳等々さまざまな授業が行われてい
ます。私が担当しているのは、日本語視聴と日本語実践のクラスです。日本語視聴は、聴解の練習
を目的とした授業ですが、会話もできるような教材を選んで授業を行っています。日本語実践の授
業では、実際に教室の外に出て、買い物や道案内の練習等もします。
内モンゴル師範大学の学生たちの進路は、進学では、内モンゴル師範大学、内モンゴル大学、北
京第二外国語大学等があります。留学先では、東京外国語大学、東海大学、広島大学等さまざまで
す。就職では、日本語教師、政府機関、中国企業、日系企業等があります。
教育現場で工夫していることは、日本人や日本社会との接触場面が非常に少ないため、年に数回、
北京やモンゴルの大学から講師を招いて授業を行ったり、日本語学部の卒業生で、現在日本の大学
に留学している先輩の帰国に合わせて交流会を行ったりしています。
歴史を振り返ってみますと、日本語を学びたいわけではないけれども日本語を学ばなければいけ
なかった時代がありました。しかし、今は学生たちが日本語に興味を持って日本語を学習してくれ
ています。そのような学生と共に私も勉強させていただいています。
報告3：氏原 名美「頭脳流出―日本語教師のジレンマ―」
2013年10月現在のキルギス共和国の日本語学習者数は約1,000名で、日本語教師はネイティブ 8
名、ノンネイティブ38名で、合計46名です。
キルギスの主な日本語教育機関の 1 つに、キルギス日本センター（キルギス共和国日本人材開発
センター）があります。その他、高等教育機関（大学、大学院）や、初等中等教育機関「シュコー
ラ」があります。また、最近の傾向として、キルギスの 7 つの州の自治体付属の子ども教育センター
等でも日本語を学ぶことができるようになっています。さらに、日本の日本語学校に当たる民間ラ
ンゲージスクールがあります。
最近、「シュコーラ」の学習者が急激に増えています。つまり中学生や高校生を中心とした年少者
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の学習者が増えているということです。一方で、大学生で日本語を勉強する人たちが少なくなって
います。最近のキルギスの教育省の方針は、大学統廃合、定員削減、専門的な部門の閉鎖の傾向に
あります。ですから、大学での日本語教育は、今後、機関の数が減っていくかもしれません。
キルギス共和国のこれまでの日本語教育を振り返ってみますと、第一段階として、1991年にキル
ギスが独立してからの10年間は、日本語ブームの時代でした。その内の最初の 5 年間は、日本企業
を退職された方々などがボランティアで何人もいらして、キルギスの日本語教育の礎を築いてくだ
さいました。そして、1995年に日本センターが開設され、本格的な日本語教育が始まりました。続
いて、1999年にはキルギス共和国日本語教師会が発足し、現在に至るまでキルギス共和国での日本
語教育普及活動の中心的な役割を担っています。
そして、第二段階として、その後の10年間は、教師会が作文コンクールや弁論大会、教育セミナー
等に取り組んだ時代です。また、JOCV（青年海外協力隊）の活躍の時代でもありました。2000年
には、キルギス共和国にJICA事務所が開設され、それと同時にJOCVの派遣が開始されました。2003
年にはキルギスに日本の大使館が、翌2004年には日本にキルギス共和国の大使館が開設されました。
それを反映して、2005年から学生も教師も含めて日本留学による日本での研修の機会を持つように
なりました。
2010年からを第三段階としますと、現在はキルギスにおける日本語教育の転換期になります。先
ほどお話ししましたように、日本語教育の比重は、大学教育から初等中等教育に移ってきています。
つまり、年少者の日本語教育を充実していけば、日本語教育はどんどん発展していく可能性があり
ます。そのためには、教員不足を解消していかなければなりません。教員がいなくなる前に、教員
を養成する必要があります。また、従来は誰がどこで日本語を学んでも、同じような教科書、同じ
ような授業の進め方でした。しかし、年少者に対しての教育、大学生で日本語を学ぶ人への教育、
そして社会人への教育と、授業内容、教材も再検討していく必要があります。
日本語教育の側から要請して、教材をどんどん開発していくことはできます。しかし、キルギス
には根本的な問題があります。それは、教員待遇です。教員は国家公務員ですから、国家機関で働
く者の待遇改善が進まない限り、教職に就こうという人は減っていく一方でしょう。
今、最前線で後進の指導を行っている日本語教師は、頭脳流出の手助けをしているのではないか
という悩みを抱えています。人材育成をしているはずなのに、育った学生がどんどん日本に行って
しまい、キルギスに残らないからです。キルギスでは、教員は食べていけないのが現実です。しか
し、日本語教師が転職を考えた場合に、キルギスには転職先がありません。官公庁はコネと賄賂の
社会であり、民間企業はそもそも日本語を必要としていませんので、行き先は日本だけです。今は
キルギス共和国の日本語教育の危機と言えます。教えれば教えるほど人材がいなくなってしまいま
す。しかし、教えなければ、日本に対して興味も湧きませんから、日本語教育は必要ないことにな
ります。その結果、人材不足になり、日本語教育の意義は失われてしまいます。
キルギス側の問題は別として、日本側の課題として、日本国内の国際化が必要です。これから近
い将来、異文化の背景を持った人たちが大勢日本にやってきて活躍してくれるはずです。そのとき
に、日本語教育を受けた人たちが日本語のエキスパートとして橋渡しの役を担ってくれるはずです。
日本の社会が、多文化社会への準備をするときに、日本語教育が日本人の国際化につながるのだと
いう視点も持ってもらいたいと思います。日本はこれから国内の国際化の時代に入りますが、キル
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ギスは、これから国際社会に羽ばたき、知名度を上げる時代に入ります。その中で、キルギス人の
日本語エキスパート、そしてネイティブの日本語教師が共に日本にとって貴重な存在になります。
キルギスの日本語教育の転換期、第三段階を良い方に向けていきたいと思います。
報告4：安達 祥子「トルコにおける日本語教育の諸相」
現在、トルコで日本語を勉強している人は約2,000人です。教育機関数は、ほとんどが高等機関教
育、つまり高校あるいは大学の機関です。2,000人の中で、現在、日本に留学している人は約80人と、
かなり少ないです。　
トルコにおける日本語教育の歴史についてお話しします。1986年にアンカラ大学に初めて日本語
日本文学科が設置されました。その 2 年後に、ボアジチ大学に日本語講座が設置されました。これ
は学科ではなく選択科目としての位置づけです。日本語講座が開設される機関は、年々増加傾向に
あり、現在では10弱に増えました。また、大学以外に、高校や小中一貫校でも日本語を教えるとこ
ろが増えています。
私が所属しているボアジチ大学の日本語教育は大きく 2 つあります。 1 つは、学部生対象の日本
語講座です。これは、位置づけとしては選択科目の 1 つですから、何学部の学生であっても自由に
とることができます。翻訳学部と歴史学部の学生は、言語を何か 1 つ選んで 4 年間あるいは 2 年間
履修しなければなりませんが、その中の 1 つに日本語が最近入りました。
もう 1 つは、2012年に開講された大学院生対象の日本語授業です。この授業は、アジア研究修士
課程に属しています。アジア研究修士課程は夜間の講座ですので、社会人も参加することができま
す。また、 1 年制か 2 年制かを選択できます。 1 年で卒業する人の場合は、論文はありません。ア
ジア研究修士課程の研究対象は、日本、中国、韓国、インド等かなり広く、このうち日本分野を選
択している学生が日本語を勉強しなければならないということです。2014年 5 月現在で日本分野専
攻に所属している学生は、初級が 3 名、中級が 2 名です。
学習動機について調べましたところ、学部生は、ポップカルチャー（アニメ・漫画）の影響、あ
るいは親日感情を持っていることが動機になっている学生が多かったです。トルコには親日家が多
いといわれています。また、将来の就職に役立てたいという人もいて、翻訳・通訳をしたいとか、
日系企業に就職したい、日本で就職したいという人もいます。大学院生は、いずれ日本で勉強した
い、博士をとりたい、日本の会社とメールでやり取りがしたい（社会人）、日系企業に就職したい、
日本で就職したいという動機を持っている人が多かったです。
習得の速さについては、ボアジチ大学の学生に限って言いますと、「話す・聞く」技能が、「書く・
読む」よりもよくできる学生が多いです。その理由として、トルコ語は日本語と同じ膠着語ですし、
語順が同じSOV型言語であることが考えられます。トルコ語でまず考えて、単語さえ分かっていれ
ば、順番に並べていきますと自然な文がつくれます。しかし、非漢字圏ですので、漢字に弱い人が
多いです。トルコ人にとっては漢字がネックだという話をよく聞きますので、どの機関でも「書く・
読む」に力を入れて指導しているようです。
ボアジチ大学には、「日土クラブ」（ニットクラブ）があります。そこでは日本から留学に来てい
る学生と、日本語を勉強しているトルコ人の学生が一緒に活動をしています。その活動の中で日本
人相手に日本語で説明しなければいけない場面がかなり多くなり、日本語を勉強しなければいけな
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いというモチベーションアップにつながっていると思います。
日本語学習者の卒業後の進路については、2000年代前半までは、日本語を勉強しても日本語を生
かす場がない、就職先がないという問題がありました。しかし、2010年以降、トルコに進出する日
本企業が増加し、卒業生の日本企業への就職が増えてきています。日本企業が増えれば、日本語を
学習している人の受け皿が増えますので、さらに日本語学習をする人のモチベーションアップにも
つながると思っています。日本にある企業に就職するということではなく、トルコにある日系企業
に就職することは、自国への貢献につながります。トルコという国に対して、日本語を使って貢献
できるような場が今後も増えていくことを期待しています。
報告５： アントン・アンドレエフ「ブルガリアにおける日本語教育―ソフィア大学日本学専攻の例に
着目して―」
かつて共産主義の時代にあっては、ブルガリアにとって、日本は資本主義国の中でも特別な存在
でありました。「人間の顔のある資本主義」といいますか、見習うべきところがたくさんある国と考
えられていました。そのような文脈において、1967年にブルガリアの日本語教育が開始します。最
初の日本語講座は、ソフィア大学の一般公開講座でした。第 1 回目の授業には500名近くの受講生が
殺到したそうで、当時のブルガリア人が、いかに日本あるいは日本語に関心があったかがうかがえ
ます。当時のブルガリア人が日本人と接触する機会はゼロに近く、日本について何一つ知らない状
態でしたが、だからこそ好奇心、あこがれが盛り上がっていた時代だと言えます。
1989年のベルリンの壁の崩壊を受けて、東ヨーロッパの共産政権が軒並み崩壊します。東側の国
民は民主化の新しい時代に大変な期待を寄せました。1990年にはソフィア大学に日本語学（後の日
本学）の専門課程が設置されました。私も日本語学講座の第一期生です。当時、私が日本語につい
て持っていたイメージは、それまで学んできた英語とは全く違い、文字も何通りもあって、非常に
変わった表記を持った言葉だということです。そのような言葉への好奇心が先行して、私は日本語
を学ぶこととしました。現在、私が教えている学生たちも、言葉そのものへの関心が学習の動機に
なっていることが多いようです。
1994年には、ヴェリコ・タルノヴォ大学で日本語教育が開始され、ほぼ同時にソフィアの第18総
合学校でも日本語教育が開始されました。
1990年代は、民主化への期待に満ちた時代でしたが、国民の生活水準は良くなりませんでした。
しかし、2000年代に入ると、経済も安定してきて、余裕が出てきました。そのような状況を受け、
民間の学校でも日本語教育が始まりました。さらに大学の中の講座も多様化が進みました。そして、
2013年に、ソフィア大学に日本語・日本文化の修士課程が開講されました。今後の流れとして、専
門の大学院も増えていくのではないかと予想しています。
ブルガリアの日本語学習者の合計は1,570名です。学習者数の内訳を見ますと、初等教育が30％、
中等教育が57％と高く、高等教育機関は10％未満です。この点については、中学・高校での日本語
教育と大学の日本語教育は、目標も中身も違うことをご理解いただきたいと思います。つまり、学
校で行う日本語教育は基本的に日本語に触れる程度の教育が多くて、大学での日本語教育はかなり
高度な日本語能力を基本にしているということです。
ソフィア大学の日本語教育の目指していることは、あらゆる業界で活躍できるような、日本語に
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堪能でかつ日本事情・日本文化を深く理解する人材を育てることです。少し欲張りなようですが、
とにかくその言葉、そして、それを取り巻く文化、その言葉が生み出した文学等を徹底的に学び、
それを完全に身につけることが目標になっています。
ソフィア大学の学生にアンケート調査をしましたところ、日本語学習経験がある人は20％未満で、
非常に少なかったです。よって、出発点を入門に設定しています。また、日本語専攻に入ってくる
学生の 4 分の 3 ぐらいが語学系の高校を卒業していることが分かりました。おもしろいことに、62％
が「私は昔から他の子ども・若者とは少し違う人間だ」としています。要するに、「みんなと一緒で
いいや」という人よりも、マニアックな人たちが入ってくる傾向があります。気になるのは、「卒業
後にやりたい仕事がはっきりわかっている」とした学生が少ないことです。卒業後に就きたい仕事
の分野としては、語学教育や研究よりも、国際関係の仕事に従事したいという回答が多かったです。
ブルガリアで日本語を習う人にとって、日本語はただの道具ではなく、自分のアイデンティティー
の一部であり、大変大切なものなのです。ですから、我々も彼らをがっかりさせないように努力し
なければならないと、今回の調査結果を見て改めて感じました。
報告6：嶋津 拓「日本語教育から見た国際関係の理解―オーストラリアの場合―」
オーストラリアで日本語を学んでいる人は約30万人で、世界第 4 位となっています。また、人口
に占める日本語学習者の割合は約1.2％であり、韓国と並んで世界有数の数字です。
オーストラリアの日本語学習者は、全体の96％が小学生から高校生までの子どもたちであり、日
本語を学んでいる大学生と社会人はわずかしか存在しません。
ただし、オーストラリアで日本語を学んでいる小学生、中学生、高校生は、日本語を勉強したく
て勉強しているわけではありません。オーストラリアの連邦政府や州政府の言語教育政策や教育行
政の影響がとても大きいのです。日本の漫画やアニメが好きだからという理由で日本語を学んでい
る人は少数派です。
オーストラリアの言語教育政策として、 1 つは、オーストラリアの国語である英語教育に関する
政策があります。もう 1 つは、英語以外の言語（LOTE ・Languages Other Than English）に関す
る政策があります。さらに、LOTEに関する政策には 2 種類あります。その 1 つは、「多文化主義」
の観点から、LOTE教育の振興を図ろうとするものです。もう 1 つは、オーストラリア経済の拡大
を図るため、LOTEの中でもアジア語の教育を強化しようとするものです。
まず、多文化主義の観点からの言語教育政策についてお話しします。オーストラリアは、第二次
大戦後、非英語圏からの移民を受け入れることとしました。そして、オーストラリア政府は、非英
語圏の人々に対して、オーストラリアで生活するのに必要な英語教育を実施します。また、彼らが
母語を継承していくための機会も提供します。それは、自分の親や先祖の言語を受け継いでいくこ
とは、人間としての「権利」であるという考え方からです。しかし、移民たちが母語を継承してい
くことに税金を使うのはおかしいという意見が出てきました。そこで生まれたのが、言語は「資源」
であるという考え方です。すなわち、移住者たちが母語を継承していくことで、オーストラリアは、
彼らの母語能力を経済的な国益追求のために活用することができるという考え方です。
LOTEという考え方は、もともとは極めて多文化主義的な考え方から生まれたものです。しかし、
LOTEという考え方は、英語と英語以外の言語を分け、英語以外のすべての言語を同じ土俵に上げ
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る考え方でもあります。すなわち、まず英語に特権的な地位を与え、他のすべての言語は英語の前
に平等であると考えます。序列をつけないということになりますと、英語以外のすべての言語は競
争関係に置かれます。
そこに「資源」としての言語という考え方が加わりますと、「資源」としてオーストラリアの経済
的な国益追求に最も役に立つ言語は何かという疑問が生まれます。1980年代から1990年代は、その
答えが日本語でした。1980年代は日本がバブル経済に向かっていた時期です。1990年代は、バブル
経済こそはじけたものの、オーストラリアからの輸入やオーストラリアへの投資、あるいはオース
トラリアを訪問する日本人観光客の数が伸びていた時代です。したがいまして、日本語教育を強化
すれば、オーストラリアの経済的な国力が拡大するとみなされました。
もう 1 つ、アジア語重視政策があります。1980年代から1990年代にかけて、オーストラリアでは
アジア語教育を振興するための政策が相次いで策定されました。中でも重視されたのが、日本語、
中国語、韓国語、インドネシア語の 4 言語です。これらはオーストラリアの経済成長に必要な言語
として「優先言語」に指定されました。
すなわち、日本語は1980年代以降、「資源」としてオーストラリアの経済的な国益追求に最も役に
立つLOTEとみなされたと同時に、オーストラリアに経済的な利益をもたらすアジア語の中でも「優
先言語」の一つに指定されました。この時期にオーストラリアでは日本語学習者数が爆発的に増加
しました。
しかし、学習者数が増えれば増えるほど、日本語教育が拡大することに対する批判の声も聞かれ
るようになりました。その 1 つは、日本語はオーストラリアの経済の役に立たないという立場から
の批判です。すなわち、「日本語は難しい言語だ。ビジネスで使えるようになるまで時間がかかる」
とか、「日本語は国際語ではない。それよりも英語教育を拡充すべきだ」等々です。また、初級レベ
ルの日本語では日本人とのビジネスはできないから、それよりも日本のビジネスマナーや商習慣、
あるいは日本社会の状況や日本文化を理解することのほうが重要だという意見もありました。
さらに、オーストラリアの国家としてのアイデンティティーの観点からの批判も見られました。
オーストラリアは「ヨーロッパ」の国なのか、「アジア」の国なのかという議論です。オーストラリ
アはヨーロッパ文化を継承した国であると認識する立場の人は、学校教育ではヨーロッパ語である
フランス語やドイツ語の教育を重視すべきだと考えたわけです。
現在では、オーストラリアで日本語を学ぶことは変なことや珍しいことではなくなり、学校で教
えられるのが当たり前の、「普通の言語」になりつつあります。このことはオーストラリアだけでは
なく、他の国々、特に太平洋を取り巻く国々においても言えることだと思います。1980年代頃から、
特に初等・中等教育レベルで日本語教育を実施してきた国では、21世紀に入ってから、日本語は、
経済と結びついた「特殊な外国語」から「普通の外国語」になりました。すなわち、日本語教育が
海外で「確立」（establish）されたと言えると思います。今後は日本語学習者の急激な増加は望めな
いかもしれません。しかし、多くの国で日本語教育が確立された、あるいは定着したのは間違いな
いでしょう。ただし、それは同時に日本語学習ニーズを持たない学習者が増えることでもあります。
この30年ぐらい、日本語学習者のニーズの多様化がいわれてきましたが、現在はむしろ無ニーズ化、
ニーズを持たない学習者が増えています。それがある意味で「普通の外国語」になるということで
もあると思います。
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金 孝卿「全体討論」
大変示唆に富むお話を伺いました。私は、大阪大学で留学生に対する日本語教育に携わっていま
す。彼らが日本の大学で習得した専門知識や日本語の力を発揮して、日本人、そして世界の人々と
共に生きる社会で自己実現をしてほしいと願っています。
しかし、自国を離れ、日本語を使う者として生きていく中で、日本語を使えばすぐに幸せがやっ
てくるというものではないことも実感しています。最近、海外から優秀な人材を日本に呼びたいと
いう声が聞かれますが、一方で、ヘイトスピーチの問題や、外国人の社会保障の問題等があります。
そのように変化する社会に、先生方が関わってこられた学生さんも身を置く可能性が高いと思い
ます。彼らが世界に出たときに、複雑なグローバル社会で、どのように活躍していけるでしょうか。
嶋津
日本の労働人口は将来約4,000万人に減るといわれています。そのときに移住者を受け入れるかど
うかが、国民的な議論になってくると思います。財界は既に「移民1,000万人構想」を打ち出してい
ます。長期的には移住者を受け入れていくことになるでしょう。今までは「海外で日本語を学んで
くださってありがとう」という感じでしたが、これからは「ぜひ学んでください。そして日本に来
て下さい」という状況になるかもしれません。
さらに、よく「多文化共生社会」ということがいわれていますが、最も理想的な多文化共生社会
とは、どのような出身、民族、言語、宗教の人であっても、競争に参加できる社会です。すると、
むしろ競争は激化します。つまり、多文化共生社会とは、「多文化競争社会」でもあります。その競
争に負ければ、差別などの問題が出てくると思います。ですから、あまりにも過度な多文化競争社
会でない多文化共生を、日本が築いていけるかが鍵になると思います。
　
アンドレエフ
外国語を資源とかツールとして考えることもできますが、アイデンティティーをかたちづくる要
素として考えることもできます。私は、海外で学ばれる日本語を、必ずしもツールとして考える必
要はないと思います。そもそも日本語を学ぶ学生の多くは、日本語を使った仕事をしたいわけでは
ありません。 4 年間日本語を学んだ学生には、「あこがれの対象であった日本がモノになった」とい
う充実感があります。「自分は日本語ができる人間だ」というアイデンティティーを手に入れたとい
うことです。日本語が自分のかけがえのない財産になったわけです。
生きている中で手に入れたものは、それがツールであろうが、自己満足を覚える個人財産であろ
うが、何かのかたちで必ず生きてきます。頭脳が日本に流れてしまうという、キルギスのお話があ
りましたが、私は構わないと思っています。その次はまたキルギスに戻ってくるかもしれないから
です。
安達
日本語教育に限らず、言語教育というのは言語を教えるだけではなく、文化や社会的なことも教
えるものだと思います。
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うちの大学では、日本語を使って何かのテーマについて話し合ったり、あるトピックについて調
べる活動をしています。例えば、日本は時間にきっちりしていていますが、トルコではそうではあ
りません。そこで、時間に対する考え方についてディスカッションしますと、学生は「時間を大切
にするということなんて、今まで一度も考えたことがなかった」と言います。「遅れたら遅れたでい
いじゃないか」という人が多いのです。日本語教育は、そのようなものの見方、大きく言いますと、
価値観に影響を与えることがあると思います。
国際社会で活躍できる人は、ものの見方が豊富な人ではないかと感じています。一つの側面から
しかものを見られない人は、国際社会に出ても「なぜこうなんだ？」と葛藤することが多いですか
ら、活躍しにくい面があります。日本語教育に限らず、言語教育をする中で、国際社会で活躍でき
る人材が育っていくのではないかと思います。
氏原
アントン先生がおっしゃったように、何か得たものは、必ずその人の幸せにつながるというのは、
本当にそうだなと実感しています。私自身、大学に進学する際には、とにかくロシア語とつきあっ
ていきたいということで、ロシア語が勉強できる大学を選びました。そのときに、ロシア語を生か
して何かしたいとは考えませんでした。卒業してから12年ほどたって、何かロシア語に引かれるも
のが残っていて、またロシア語をやり始めたわけです。ですから、自分が何となく引かれているこ
とをやること自体が幸せなのだというのは、よく分かります。
学生たちも、日本語を勉強し始めるとニコニコしてきます。日本語は人を笑顔にさせてくれると
ころがあるのかなと思います。ですから、個人の幸せというところで、あまり気にしなくてもいい
のではないかという考え方には賛成です。
もう 1 つ、日本語教育が世界を広げるということです。例えば、中央アジアでは弁論大会が盛ん
です。弁論大会の場に居合わせて感動するのは、そこに集まっている20歳前後の人たちの間では、
日本語が共通語になっていることです。ユーラシア大陸でも、アフリカ大陸でも、地球上のどこに
でも日本語人がいます。このことは、外国語が苦手な日本人にとってとても心強いことです。
日本語教育ということで、少しでも日本語の種をまいて、それが育てば本当にうれしいですし、
花が咲くのが楽しみです。
河合
私が帰国する前にワールドカップがあって、もちろん中国でもとても盛り上がりました。そのと
き、日本人のサポーターが、負けたにもかかわらずゴミ拾いをした話が教室で話題になりました。
そこから、ゴミの分別、そしてリサイクルの話に広がっていきました。「2020年に日本でオリンピッ
クがあるときに、中国人が負けてもゴミを拾うぐらい、ゴミ拾いが当たり前になったらいいね」と
いう話を学生たちとしました。日本語を通して、今の汚い状態がいけないなとか、それをよくして
いきたいと考えるようになってくれたらうれしいと思います。そのような日本のいいところは、ど
んどん広げていける日本語教師でありたいと思います。
若菜
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インドネシアの場合、日系企業も多く進出していますし、観光ガイドとして働く場もあります。
また、少子化で労働者が少ない中、日本で戦力として働いてくれているインドネシア人も多くいま
す。ですから、みんなそれぞれ好きなことをしていて、いいのではないかと思います。
現地の日本語教師という点から言いますと、今までは日本語を教えるのが上手な先生が求められ
ていたと思います。しかし、現在、インドネシアの教育省では、「人間力を育てる先生」を目標に掲
げています。ですから、教師も、ただ教えることができればいいということではなく、求められる
ものがどんどん変わっていくのだと思います。
金
貴重なご意見をありがとうございました。皆さんのお話を伺って、日本語教育は、ミクロな関係、
マクロな関係のどちらにも影響を与え得ると思いました。まず、日本社会の変化そのものに影響を
与える可能性を感じました。過度な競争にならないように気を配りつつ、日本語教育に携わる者と
して、世の中の変化につき合っていくといいのではないかと思います。また、自分自身が広い世界
を持つことで、ミクロな関係をよりつくりやすくするという意味で、日本語教育はミクロなレベル
の国際関係にも貢献できると感じました。むしろそちらのほうが強いのではないかという印象を受
けました。
そして、先ほどのインドネシア政府の「人間力を育てる教師になってほしい」という政策に、日
本語教育がどのように貢献していけるかを考える視点も忘れてはいけないと感じました。
河先
これで本日のシンポジウムを終わりにしたいと思います。
ここで一つでも気がついたことや、考えが深まったことを、学生の皆さんが持ち帰っていただけ
れば大変有り難いです。 7 人の先生方には貴重なお話を伺うことができたと思います。どうもあり
がとうございました。
